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ケイソウ質⑧パｰライト質などの

鉱物質炉過助剤とその諸問題

山田正春(地質相談所)
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はじめに

かといったことについて広範に記述してみたい.

各種の液体中に混在している固体を分離して精製品を

うるという固体･液体分離操作を一般に濾過と称さ

れる.摘過は種々の工業において通常行われてい

ることで苦々は日常生活においてかぎりなくその恩

恵に浴しているのである.食品工業における砂糖やビ

ｰル･清酒放との飲料品をはじめ医薬品工業化学工

業用水･排水の濾過など枚挙にいとまもないほどで

ある.勿論濾過には種々の方法カミあるカミこ㌧での主

題はケイソウ質やパｰライト質などの鉱物質濾過助

剤を使用する場合である･たとえば上水遣などの浄化

には一般には活性炭などが頭に浮かぶようであるカミ

実際はケイソウ質濾過助剤が最も多く用いられている

のであり苦々の筑波研究学園都市の上水道の浄化にも

大量のケイソウ質濾過助剤が使用されている.

これらの場合ケイソウ質･パｰライト質濾過助剤は

食品として摂取されるものに関係あるがゆえに鉱産物

としては数少ない食品添加物規制をうけるものであり

苦々の日常生活に極めて深い関係カミある訳である･し

たがってそれらはどのよう放ものでどのように利用さ

れているのかまたそれらにはどのような問題があるの

濾過･濾過助剤と助剤濾過

濾過

この用語は広く一般に使用されまたその範囲もか

なり粗粒のものから非常に微細なものまで幅の広いも

のである.たとえばかなり粗粒の場合は固形分を

網を用いてすくい取るとかでありまた極めて微細な分

散粒子は膜分離と称される方法で操作されるなどであ

る.しかし一般に対象とされる粒子の大きさは1～

数10μ程度であり最も細かいものにはバクテリヤ荏ど

の微生物カミあるかこ㌧での対象もお㌧むねこの範囲で

ある.

濾過の対象は液体のなかに比較的細かい固形分粒子

などカミ分散しているものでその度合いには濃厚なも

のから稀薄なものまでかなりの幅がある.これを一

般に原液(スラリｰ)と称される一図1のように原

液が濾材を通して濾液として流れ出れば濾材の上に

固形分粒子カミ残留する.したカミってその固形分粒子

かケｰクを形成する場合をケｰク濾過また濾材の内

部の空隙にとり込まれる場合を濾材濾過と称される(図

2).これカミ固形分粒子を捕促する二つのメカニズム

である.また固形分粒子のいく分かは漏れ出るがそ

の程度を濾液の清澄度で表わされる.
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図1.助剤濾過のモデル2〕

図2.濾材濾過の模型�
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表1濾過する液と濾過機の型式による濾過助剤の選択10)

炉過する液炉遇嬢の型式

シ1糖液1袈正美一ζ

ビｰ1糖液1籍圧㌘一

カセイ1一ダ1鑑匡亨一三

電解塩水1加圧1一フ

加圧リｰ7

ウラニウム溶解板わく

液回転ブリコ_ト

粗炉加圧リｰ7

ピ仕上げ加圧リｰフ

ｰ水平プレｰト

ル板わく

麦汁加圧リｰフ

ぶどう酒1嘉圧字一合

ゼラチン1霧圧茎一ミ

加圧リｰ7

水1

回転プリコｰト

板わ<

合成樹脂加圧リｰ7

水平プレｰト

熔融硫黄1携圧亨一5

回転プリコｰト

抗生物質'板わく

加国リｰ7

板わく

ニス水平プレｰト

加圧リｰフ

溶

剤1加圧1一フ

板わく

油脂加圧リｰフ

水平フレｰト

板わく

潤滑油添加剤加一圧リｰ7

回転ブリコｰト

板わく

ペクチン

加圧リｰ7

板わく

グリセリ:/

加圧リｰプ

ゴムのり,接着板わく

剤加圧リｰフ

硫酸チタ:/加圧リｰフ

(溶解液)回転プリコｰト

用いる炉遇助剤の種類
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a)ケイソウ質と.アスベスト,童たはセル目一スとの混合涙遇助剤
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ボディフィｰド濾過原液に少量の濾過助剤を添加する

場合でボディフィｰドした濾過助剤は原液中の固形

分粒子とともにケｰクを形成する(図1).またケｰク

の濾過抵抗を減ずる役割りも果たす･前述のケｰク濾

過にあたる.この場合の濾過助剤には空隙率･粒子

の大きさ･粒子の形状や表面状態･比重･沈降性･不

溶性･不活性など多くの要件がある･また濾過される

液体の性質とも関連してその使用量などがきめられる

かその実例を表2に示した一

濾過助剤

これには表1のようにケイソウ質･パｰライト質･

アスベスト･炭素質･セルロｰスなど多くありまたそ

れらの混合物もある.しかし代表的なものはケイソ

ウ質およびパｰライト質のような有用な性質を具えて

いて適度に細かい不溶性の粉末である.

助剤濾過

濾過助剤を使用する濾過を

これにはつぎの三種がある.

助剤濾過と称されるか�
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表2ボディフィｰド量の例12〕

工業

炉遇する液または目的

用いる涙過助剤

不

使用量%

精製糖

洗糖液(目ウ･リガ一)

洗糖蜜

再溶解糖

伀

○

○○

0.2～0.8

0.5～1.5

0.1～0.2

以上に濾過･濾過助剤および助剤濾過

について簡単にのべた.しかしさら

に濾過抵抗･透過率･粘度･ケｰクの圧

縮性や空隙率･ケｰクの比抵抗など多く

の問題があるがここでは省略する.

潤滑油からの白土の除去OO.2～2.O

石油融鵠議紙状態を解く目的8･赦;:1濾過助剤の種類と特長

ピル秦酵苫.ル○○081壬:8:手5一般に濾過助剤の使用量は液量に対

仕上げ炉遇Oo'02～α04し0.1%程度といわれる.この濾過助

油脂1水素添加後のニッケル触媒の除去○Iα2～阯剤の種類を濾過する液や濾過機の型式

一/-l1撃ξ;淋螺灘/0018111･l11などとの関連において表･に示した

水泳プ_ル○o.O01～α1このように滑性炭などの炭素質材料など

製紙工場白水○OO.025～0.1

水肇艦再使用する808二8占､:8=婁をはじめ多くの材料が検討された･

しかしケイソウ質濾過助剤は空隙率が

lll-l1溶剤回収･奮雛人き/また粒子の表面構造が複雑で

金属メソキ1メソキ液回収･･瓢ヨ濾過助剤として理想的維質をも一でお

医薬品1抗生物質･1･α1舳りこれに匹敵する材料は今の所みあたら

坐なヘケイソウ質につぐのカミパｰライ

ト質濾過助剤で空隙率はケイソウ質よ

り10～20%大きいが圧縮性がや∫大き

プリコｰト濾過濾過に先立ってまず濾過助剤を分散く粒子構造はかなり単純であるしたがって微細狂固

した液を濾過して濾材の上に濾過助剤のみの層を形成形分を少量含む原液の濾過や濾液の清澄度ではケイ

されたものをプリコｰトという(図1).これによる濾ソウ質の方がすぐれているのは粒子の表面状態や粒子

過がプリコｰト濾過である･この濾過には回分濾過形状などカミ複雑なためである.この粒子形状は粒子の

(図3)と連続プリコｰト濾過(図4)の二つカミある.大きさたどとともに濾過助剤を構成する主要素の一つ

一般に広く行われるのは回分濾過でフィノレクｰプレに放っている･このようにケイソウ質はどのような

ス･リｰフ型･円筒エレメント型･水平濾板型たどがある･固形分の濾過にも適するが固形分粒子カミ比較的大きく

連続プリコｰト濾過は固形分粒子が難濾過性で濃度て濃度が高い場合にはパｰライト質はケイソウ質に匹

が高い場合によく用いられる･敵するかまたはそれ以上の経済性を示すことカミある.

清澄濾過濾過助剤を使用することは濾液の清澄度

を高めることカミおもな目的の一つである.したがって

ボディフィｰドやプリコｰトのケｰクの空隙を流れる間

に漏れ出ていた少量の固形分が除かれ清澄な濾液と

狂って濾材を出る訳である･この清澄作用には濾材

濾過あるいは清澄濾過というケｰク濾過とは別のメカ

ニズムが関係しているのである.

また濾過助剤は濾過の性能とともに濾過のコスト

とも関連して大量消費が可能た価格で入手できること

も要件の一つである.これらから現在ではボディフ

ィｰドに使用される濾過助剤は普通ケイソウ質とパｰ

ライト質に限られる.

一般に濾過助剤というときは

汎用濾過助剤を指すが

プリ=1一ト循環
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表3

ケイソウ質製品の微量元素分析例箇9)

元素名

1戸しとられた

スライムの層

ナイフ

図4回転ドラム型連続プリコｰト濾過操作

その他補助用濾過助剤や2種類以上を混合して

用いられる混合濾過助剤酸洗いなどの処理を

施した特殊加工濾過助剤などがある.

アンチモ:1

ヒ素

バリウム

ペロリウム

ピスマ六

ホウ素

臭素

カドミウム

セリウム

セシウム

塩素

ク日ム

ヨバルト

鋼

ジスプ日シウム

ユルピサム

ユｰロピウム

フソ素

カ'トリ昌ウム

ガリウム

ゲルマニウム

金

1講

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

1･･㎜1

�

�

㌰

�

��

�　

㈰

�

�

�

�　

工00

�

�

�

くO.5

�

�

�

�

く10

くO,5

1元素名

^フ星ウム

ホルミサム

インジウム'

ヨウ素

イリジウム

ランタン

鉛

リチウム

ルテチウム

吋ソガン

水銀

モリフ'デ:/

ネオジム

ニソケル

昌オフ

オスミウム

'≒ラジウム

白金

プラセオジム

レニウム

ロジウム

ルビジウム

1轟1

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

乢

佳

�

側

偲

剥

�

�

…1

く0.5

くO.2

くO.5

�

��

�

�

�

��

�

�㌀

�

㈰

�　

�

く0.5

�

く2

�

く0.5

��

�

1元素名1

元素

記号

1･･皿

ルデ星ウム�Ru�く1

サ吋リ汐ム�S㎜�2

スカ:/ジウム�Sc�20

セレソ�Se�10

銀�Ag�〈O.5

ストロンチウム�Sr�20

タンタル�Ta�20

テルル�Te�く2

テルビウム�Tb�〈O.2

タ四ウム�TI�<O.5,

ト叩汐ム�Th�5

ツリウム�T㎜�O.2

スズ�S血�く1

タングステン�W�くO.5

ウラン�U�5

バナジウム�V�200

イザテルピウム�Yb�〈015

イヲトリウム�Y�100

亜鉛�Zn�く10

ジル=1ニウム�Zr�20

〈05

〈02

��

�

く05

〈05

(注)く:使用Lた方法の検出限界以下であることを示す･

なお表3にケイソウ質製品の微量元素分析例を示し

た･このほかにこの種の鉱物質濾過助剤にはいくら

かのFe,Al,Ca,Mg荏どの酸化物水酸化物が含有さ

れその幾分がはとくに酸性の液に溶解する(表4).

勿論とのような物質でも中性の溶液においてさえミ

クロの単位での溶解は起るものである.この溶解量は

酸の強さ温度接触時間などに左右されるから溶解

量が少校く校るようにこれらの条件の調整カミ大切である.

濾過助剤の使用量が液量に対し約0.1%というよう荏

少量であるので溶解分が問題になる場合は少ない.

しかし場合によっては前述の酸洗い処理カミ行われる.

なおこの問題については食品衛生法に基づく食品添

加物規制が行われており詳細は後述する.

ケイソウ質濾過助剤

ケイソウ土

ケイソウ質濾過助剤はケイソウ土を原料として精製

された粉末の製品である.このケイソウ土については

すでに地質ニュｰス(No.102,p.34～36)でとりあげ地

質鉱床産状利用などについてくわしくのべたので

それを参照していただくこととしこ㌧ではその概要を

簡単にのべるにとどめる.

ケイソウ土は英語ではDiatmaceousξarth独語で

はKiese1gur仏語ではTerre註diatomξesの名称で

呼ばれこれはケイソウ(Diat･m)類の鉱物遺骸(Min･･a1

reSt)の堆積物で海底あるいは湖底に沈積したケイソウ

の有機物が腐敗消失したあとに微細荏ケイソウ殻のみ

カミ残存したものである･この原土は乾燥焼成融

剤処理焼成などの工程を経てかつサイズ別にして製品

とし各種の用途に供される･

利用の歴史利用の歴史は古くすでにギリシャロ

ｰマ時代に知られコンスタンチノｰプル(現在のイス

タンブｰル)にJUsTINIAN1世がStSophiaを建立した

時にその円天井の軽量建築材として使用したとの記録

がある･その後洋の東西を問わず飢麓の折には米

麦やソバ粉パン粉などに混ぜて食用に供された.工

業的に利用されたのは1816年からでドイツでL廿ne-

burg産原土を水ガラス製造原料蒸気管の保温材など

に使用された.しかしなんといっても著名なのは18

66年にアルフレッド･ノｰベルカミケイソウ土にニトロ

グリセリンを吸収させてはじめてダイナマイトの製造

に成功したことである･その後約1世紀を経た現在で

は断熱材･濾過助剤･触媒担体･吸収剤･充填剤･建

築材料衣ど多くの用途に供されている｡

ヶイソゥ淡餓両水域に繁殖する単細胞の隠花梅物の

1部門をたす下等藻類でその種類は極めて多く約

1.5万種以上が分類整理されている.大きさは数μか

らまれに数卿mに達するものまであるカミ最も多いの

は20μ前後といわれこれは苦々の毛髪の太さぐらいに

あたる｡ケイソウは一般の植物と同様に細胞核を原

形質カ泡みさらにそれを細胞膜がおおっているがこ

の細胞膜をケイソウ殻と呼ばれる･これは図5のよう

に大きい皿と小さい血とをはめ合わせたようになって

おり大きい方を外殻小さい方を内殻と称される･�
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表4ケイソウ土の化学組成

��珪酸�������

������苦土%�硫酸形�灼熱減量�計

産地�外観�可溶珪馨1不溶珪馨�磐土%�酸化鉄%�肩灰%����

��������〉��㈲

秋田麟ノ巣�白色原土��3.26�1.66�0.22�0.44�i��

����������

能登飯塚�'灰緑色原土�47.12�6.78�7.86�9.24�ユ.63�17.72�6.70�79.38

��������〉

岡山八東���������98.21

�白色原土��12.66�0.96�1,12�0.33�'��

��51.8引24.86�������

��������〉

�灰白色原土��������99.34

大分浦山��53.32120.02�玉3.45�1.57�1,12�O.48�･��

阯nebur9(ドイツ)�白色原土�89.17�1.89�0.35�.�O.22�チタンO.12カリ0.39ソｰダO.69湿分3.49�3.58�

Lompoc(アメリカ)�炉通用原土�88.40�2.05�1.13�O.34�①､52�湿分6,08�0.31�

〃�レンガ用原土�80.40�6.88�2.12�0.86�1.17�湿分6.12�O.61�

(河島千尋:化学工業VoI.4No.4による)

図6は円板状のケイソウの走査型電子顕微鏡写真で殻

の微細な細孔構造がよく示されている.これは主とし

てペクチンに有機のケイ酸化合物カミ沈積したものとさ

れているカミ死ねば細胞内容物などの有機物が腐敗消失

してケイサン質の殻のみが残ることは前述の通りであ

る.

である･またケイソウ殻の表面には小球という小突

起物もあって多孔質孔壁とともに工業上有用な性質

を具備している.このような特異な多孔質構造や微細

構造俸とうてい他の材質では求め得られ注い優れたも

のでケイソウ土カミ濾過助剤をはじめ多くの用途に卓越

した性能を発簿する所以である｡

ケイソウ殻の無数の細孔は細胞の内部と外部を通じ

ていてこれから水分をとり入れて水中に溶解してい

る栄養分を吸収する･この細孔は0･1～1μの大きさ

外牽

穀環

外殻

一

1〃ニニニ､

1■

内殼

内殻

図5ケイソウ殻の模型信5)

外殻

穀原

鉱物組成と化学成分純粋溶ケイソウ殻はオパｰルと

同様にケイ酸と化合水からなりSiO.94%H.06%と

されている.しかし天然のケイソウ土は沈積当時に

種々の不純分を含有するのみならず放散虫や海綿骨格

.荏どをまた2次的に生成したと思われるオパｰル･ク

リストバライト･フリントなどの団塊を混合するのが普

通である.したカミってケイ酸の含有量のみで晶質を判

断することは危険で必ず顕微鏡観察によって爽雑物を

検討しまた可溶性ケイ酸を別に定量することカミ必要で

ある.良質ケイソウ土は可溶性ケイサンの含有量カミ

図6ケイソウの走査型電子顕微鏡写真(秋田大学

本外博士原図)�
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高く石英荏どの他のケイサン分が少なくアルミナ

有機物硫黄分などが少ないものであるがこれは外観

白色～淡黄褐色を呈する･なお表4に内外の代表的

なケイソウ土の化学組成を示した･またケイソウ土の

精製晶はすべてクリストバライトよりなるものである.

また堆積物中にはしばしば木の葉木の集魚の化石

などが発見される･第四紀湖成層のものは概して有

機物の含有が少たく外観白いものカミ多く爽雑物も少な

いカミとくにケイソウ殻カミ海成のものより大きいことが

多いので一般に好まれる場合カミ多い.

成因と産状ケイソウ土は成因的に海成潟成湖

成に大別されケイソウの種類もおのおのに特徴カミある

が主要なものは海成層と湖成層の二つである(図7).

海成層には深海性浅海性の二つがある.このケイ

ソウ土は海水産のCoscinodiscus,Arachinoidis㎝s荏

とを主とし一般に前者では放散虫海綿の破片微細

な凝灰質物質などを後者では木葉貝化石概して粗

い砂層などを含む.いずれも比較的層厚および連続性

に富み火山ガラスなどを含むものカミ多い･とくに前

者はしばしば油田地帯でみられる泥質の堆積物に伴う.

湖成層のものは淡水産のStephanodis㎝s狂とを主

としケイソウの生育時間か比較的短いので粘土頁

岩や水酸化鉄の部分などと細かく互層することが多い･

繊水性珪藻〃眈〃舳〃畑洲の形態

わカ洞のケイソウ土鉱床は北海道から九州まで多

くの産地がある.北海道および東北北陸山陰の裏

目本側のものは第三紀海成層のものが多く青森宮城

福島栃木岐阜岡山大分長崎熊本鹿児島の

各県下のものはいずれも第四紀湖成層のものである苦

これらのうち現在稼行中の主要な地区は前者では秋

田県下能登地区など後者では岡山県八束地区(図9)

大分県下放とである血

また世界では北米欧州アフリカ豪州など多

くの産地があるカミ代表的な産出国は北米のアメリカ

とカナダである.とくにアメリカカリフォルニア州

西海岸のロンボック(Lo伽Poc)の鉱床(図10)は世界最

大で厚さ700フィｰト鉱量数100万トン以上におよぶ

淡水性珪藻CWo〃加(α功加伽凶sω5)の形態

(岡山県真庭郡八東村花園産原土)

賊水性珪藻α蝪舳〃∫6㈱の完全在形態

(上下2葉共新潟県佐渡郡沢根町字野坂産原土)

図7ケイソウの代表種とその形態(河島千尋1948)

賊水粧瑳滋概伽〃舳みの形態

(大分県遠見郡北田布村若杉産原土)�
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図8

海洋産ケイソウ土の走

査型電子顕微鏡写真

といわれる.これは海水産のCoscinodiscusを主とす

る良質のものでカリフォルニア油田はこのケイソウの

有機物源とされている.なおケイソウ質濾過助剤のメ

ｰカｰは国内では秋田県下岡山県八東地区大分県

下などのケイソウ土を原料とする昭和化学工業(株)(製

品名一ラチオライト)秋田県下のケイソウ土を原料とする

中央シリカ(株)(製品名一シリカ)大分県下のケイソウ土

を原料とする白山工業(株)(製品名一七ムライト)たどが

ある･著名な外国のメｰカｰにはアメリカのJohns-

Manvi11e杜(製品名一C･1ite)Grefco杜(製品名一Dica1ite)

などがありいずれも世界の主要なメｰカｰでわが国

にもか放りの量が輸入されている.

ケイソウ質濾過助剤の種類と製法(表5)

乾燥晶採掘されたケイソウ土は35～75%の水分を

含有するので普通これを乾燥棚で1～2週間風乾する.

さらにこれを十分に水洗したのち800℃以下の温度で

乾燥し粉砕して粉末状にし分級によって不純分を分

離して粒度をそろえたものを乾燥品と称する.乾燥品

は濾過助剤のなかで最も粒度が細かいので清澄濾過

や精密濾過に適する･代表的狂用途としては'ビｰル

の最終工程における仕上げ濾過があるカミこれによって

ビｰル独特のキラキラ輝くような透明な液体となる.

乾燥晶はおおむね原料ケイソウ土と同様の呈色を示

すので産地や産出した地層によってことなる.一般

には淡黄色乳白色淡灰色などのものが多い.

焼成品採掘乾燥されたものをロｰタリｰキルン

に送って500～1,200℃の温度で焼成したクリンカｰ

をさらに粉砕分級をくりかえして粒度を調整し得

られた製品が焼成品である.

ケイソウ土を高温で焼成するとその濾過速度が顕著

に増大することは古くから知られていた.その後さら

図9岡山県八束地区のケイソウ土鉱床(昭和化学K.K.)図10

アメリカロンホック(Lo〕コユpoc)のケイソウ土鉱床�
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表5製法によるケイソウ質濾過助剤の性質の比較例12)

種別1乾燥品

化学分析例,%

灼熱減量

卩�

��㌀

䙥㈰㌀

�伀

M宣O

その俺

炉過率比(対乾燥品)

ケｰクかさ密度g/c耐3

沈降粒度分布例μ,%

～40

40～20

20～10

10～6

6～2

2～

水分,最高%

比重

�

屈折率

325meshふるい残留.%

窒素吸着比表面積,㎜2/g

��

��

��

��

��

��

��

�

'0.24～O.35

2～4

8～12

12～16

12～18

35～40

10～20

�　

㈬〰

6.0～8.0

���

0～12

12～40

1焼成品

�㌀

��

��

��

��

��

��

1～3

0.24～0.36

5～12

5～12

10～15

15～20

15～45

8～12

��

㈬㈵

6.O～8,O

'ユ.蛎

O～12

2～5

1融剤焼成品

��

��

��

��

��

�㌀

㌮�

3～20

0.25～0.34

5～24

7～34

20～30

8～33

4～30

1～3

��

㈬㌳

8.0～10.O

l.蝸

12～35

1～3

に食塩などアノレガリアルカリ土類の塩化物などの溶

融剤を5%程度添加することによって濾過能率が飛躍

的に増大することが発見された･このようにして濾過

助剤の製法カミ確立されその後工学的な改善が加えられ

て今日に至っている.

焼成品は焼成の結果淡い煉瓦色淡赤褐色肌色

などの色が多いがこれは微量の酸化鉄によるものとさ

れている.またすでにのべたように加熱焼成によっ

て原料の非晶質ケイサンはクリストバライトに変るの

で比重は幾分大きくたる.焼成は有機物か完全に

焼失するように800～1,200℃で行われる場合が多いが

この焼成による焼結作用によって透過性は乾燥品の3

倍以上に増大するので効果的な速度で濾過できる.

また乾燥晶についで清澄性にすぐれO､王ミクロンまで

の固形分粒子を除去できるといわれる･砂糖の精製匁

どの濾過をはじめ多くの用途に供される山さらに近

年食品衛生の見地から防腐剤の使用が規制されるよ

うになったカミこれに代って濾過によって微生物を除去

しようという趨勢にあるので今後この種の用途の拡大

が期待される.

融剤焼成品前述したように食塩などアルカリおよ

びアルカリ土類の塩化物ホウ砂硝酸ナトリウムその

他の溶融剤を5%程度添加して焼成した製品が融剤焼

成晶である･融剤焼成品は普通白色を呈するカミこ

れについては種々の説カミある.なお溶融剤の添加重カミ

少放けれぱその呈色は焼成品に近くなる.

融剤焼成品は一般に少量の炭酸ナトリウムを添加し

て800～1,200℃で焼成されることが多いが炭酸ナト

リウムはケイソウのSiO･と反応して粒子表面に薄い

ガラスの被膜を形成するので組成もより安定化する､

透過性は最も大きく乾燥品の20倍以上である.した

カミって能率のよい濾過を求める時によく用いられる.

一般の工業から水泳プｰルにいたるまで多くの用途の

濾過に広く使用される.

パｰライト質濾過助剤

パｰライト

パｰライト質濾過助剤とはパｰライトを原料として

精製されたものである.このパｰライトについては

すでに地質ニュｰス(N｡.94,p.ユ2一ユ9,No.246,p.10～15)

でとりあげその地質鉱床産状利用などくわしく

のべてあるので参照していただくこととしここではそ

の概要を簡単にのべるにとどめる.

岩漿カミ地表に上昇して急冷されると溶融物はそのま

ま固化してガラス質となる.このうちガラスの量の

とくに多いものをハリ質岩石またはガラス質岩石と呼ぶ.

ノ･リ質岩石には黒曜岩(Obsidian)真珠岩(P｡｡1ite)

松脂岩(Pitchston･)などある.火山ガラスの主成分は

ケイ酸(SiO｡)分で普通その含有量は60～76%であり

分類上は酸性火山岩に属する.また含有する水分には

各岩によって幾分の差異があるか真珠岩の場合2～5

%程度である.

ノ･リ質岩石は本邦各地に分布し北海道から九州に

わたって広い分布を示す.このうち黒曜岩は石器の素

材として人類によって古くから利用されたことでよく

知られる.これらは安山岩や石英安山岩に伴うものも

あるが一般には流紋岩に伴うものか多く第三紀漸新

世から第四紀洪積世にかけてのものなかでも中新世～

鮮新世後のものが最も多い咄しかし火山ガラスは準安

定であるため古期ρものは永い地質時代を経過する間

に結晶化したりあるいは粘土化している場合が多いの

でこの種の用途に利用できるのは第三紀中新世以後の

ものに限られる一秒嗣県米内沢地区(図11)などは

本邦における代表的匁産地である.

パｰライトとはこれらグ)火山ガラスのうち工業的

に利用可能なもので鉱床を形成する状態から採掘され

加工されるまでの状態のものの呼称である岨しかし黒

曜岩や松脂岩は一般には利用困難でほとんどの場合

真珠岩である圭普通流紋岩に伴うものに良質のものが�
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図11秋田県米内沢地区のパｰライト鉱床

(東興パｰライトK,K.)

多くなかでも良質であるとして好まれるのは大きく

みれば柱状節理の発達したものである繊維状パｰライト

とMarekanite型パｰライトである(図12).

パｰライトの種類と製法(図15)

乾燥精石採掘されたパｰライトを粒度をそろえ

予熱して乾燥させたものカミ乾燥精石である.

世界におけるパｰラ｡イドの産出国には火山や火山岩

が分布する数多くの国カミあるが恋かでもアメリカは代

表的な産出国でニュｰメキシコ州(図13)をはじめ多

くの産地がある｡また地中海のギリシャ領ミロス島

はほとんど全島カ浪質のパｰライトより狂ることでよ

く知られている(図14).

パｰライト質濾過助剤のメｰカｰは国内では秋田県

米内沢地区山形県鶴岡地区などのパｰライトを原料と

する東興パｰライト工業(株)(製品名一トプコ)在どカミあ

るカミ外国ではアメリカニュｰメキシコ州ノｰアグア

のパｰライトを原料とするJohns-Manvi11e杜(製品名一

Ce1it･)Grefco杜(製品名一Dic･1it･)などが著名でそ

の他ギリシャミロス島のSi1verandBarite杜などカミ

ある.

膨張パｰライト乾燥精石を800～1,200Tに急熱す

るとガラス質が軟化をはじめるがこの軟化と同時に

結合水を逸散しようとして膨張が起る.この現象を普

通“発泡"と称されるカミ数～20倍にふくれ直径1～

数mmの丸味を帯びた粒状のものとなる.これを一般

に膨張パｰライトと称される.

膨張パｰライトは外観おおむね純白でかさ密度は

｡.0649/ccという軽量である.また熱に対して安定で

往時変化がなく断熱性に優れ流動性のいい粒状物で

あることに特長と意義カミある.わカミ国ではおもにア

図13アメリカニュｰメキシコ州ノｰアグアのパ

ｰライト鉱床

図12

良質パｰライト�
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図14ギリシャミロス島のパｰライト鉱床

メリカの技術により昭和33年萸から骨材用カミ開発･利

用されるようになったが現在ではさらに断熱材用･建

築材用･充填材用など多くの用途に供されている.な

かでも断熱材用はLPG用のぼかしNG(液化天然ガス:

LiquidN.tura1G.s)用タンカｰやタンクの低温断熱材

としてとくに重要視されている.

粉砕パｰライトのうちある種の加熱の方法や条件に

よって焼成された膨張パｰライトより製造されたものカミ

ここでの主題である濾過助剤に使用されるものでその

他増量剤や塗装添加剤などにも利用される.濾過助剤

用もまたアメリカの技術により昭和36年頃から生産さ

れるようになった.

粉砕パｰライト膨張パｰライトを粉砕して製造された

ものを粉砕パｰライトと称されるがこれを焼成パｰラ

イトと称されることもある.

パｰライト質濾過助剤の性質

乾燥精石を発泡させ膨張パｰライトになる時丁度

ポップ･コｰンのように膨張して内部に細かい空隙を

無数にもつ多孔質構造をつくる.この

図15パｰライトの製品

図16パｰライトの粒子構造

膨張の前と後のパｰライト粒子の状態を

図16に示したが膨張後は亀甲状の10～

20μの単位空隙からなる細胞状になって

いる.このように膨張の程度は原石の

数～20倍と顕著であるカミ多孔質構造は

ケイソウ殻の場合とは本質的にはことな

るものである.

また加熱の方法条件などによって

かなりの範囲の製品が得られるがこの

うちかさ密度｡.032から0,096～o.1129/

CCのいわゆる軽量バｰライトカミ加工

されて濾過助剤製品となる.

パｰライト質濾過助剤(表6)の外観

は融剤焼成のケイソウ質濾過助剤によ

く似ている.つまりケイソウ質濾過助

剤をよくなぞらえたものといえよう.

清澄濾過とか精密濾過といった濾過助剤

としてではなくすでにのべたように固

形分粒子が比較的大きくかつ濃度が高

い場合たどではケイソウ質に匹敵する

かまたはそれ以上の経済性を示すこと

があるほか一般的に濾過の速度の早い

ことが要求されるものあるいは早く濾

過してかまわないものなどによく利用さ

れる.�
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表6東興パｰライト工業(株)のパｰライト濾過助剤冒5)

トプ=1著31

ドブ目#34

沈降植度分布

十50μ

50～基0

蜘～30

30～2σ

芝0～ユ0

10～5

5～2

～2

冥比重

ケ■クカiさ雷至度g/cc

諦迅速度係数1,

1ケｰク平均毛管径里,｡μ

�

色

化学分

灼熱

匱�

�㈰㌀

䙥㈰㌀

�伀

�伀

調

析,%

減量

㈮�

㈮�

��

��

��

㈶�

��

��

㈮�

�㈲

�　

��

8～9

白色

��

��

��

��

��

��

㈬�

㌮�

��

㈱�

㌷�

㈸�

㌮�

��

㈮�

��

��

��

道される短繊維のものである.

石綿(アスベスト)は鉱物学的には多くの種類があ

るが普通一般に利周されるのは温石綿(Chrysoti1e)で

ある一この原石から解綿工程を経て繊緯が得られる.

カナダのケベック地方などが世界の主要産地であるが

わが国では北海道中央脊梁山脈の西部に小規模な鉱

床がみられるにすぎ狂い.石綿質濾過助剤は石綿単

独であるいはケイソウ質との混合晶などによって利用

されるが最近では石綿の催発ガン性が取り上げられて

いる.

炭素質は活性炭.木炭粉末などカミ使用されたことも

あったカミ本格的な濾過助剤としてはNerofi1,Synofi1

などの製品が出てからである.これは揮発分15～20%

の涯青分の多いピッチコｰクを原料としこれを微粉化

加熱膨張揮発分の適度の燃焼などの工程を経て製晶化

されるカミ詳細につレ)ては省略する､

その他の濾過助剤

以上にのべた濾過助剤としては主流のケイソウ質･

パｰライト質のほかその他にもいくつかの濾過助剤カミ

ある.なかでもセルロｰス質石綿質炭素質在との

濾過助剤(表7)はそれぞれに歴史と特長がある.

セルロｰス質は植物繊維主として木材パルプから製

助剤濾過の用途と目的

助剤濾過の用途

わカミ国では第二次大戦後とくに昭和30年代の重化

学工業の発展を契機として濾過助剤を使用する濾過も

急速に進歩した.砂糖の精製石油化学から食品･

医薬品1合成化学などあらゆる工業部門に拡大された

カミ最近では工業の多様化にしたカミって濾過技術も一

段の進歩がみられる.これらの各部門についてその

代表的なものを表8に示した･

表7おもな濾過助剤の特長

沢

周

涙

過

助

剤

補

助

用

炉

過

功

剤

1種類1

ケイ

ソウ

質

ライ

ト

主成分

匱��

～95%

非結晶

質ケイ

酸

SiO絢･

�─

ケイ酸

アルミ

ニウム

セル1セルロ

｢爵

凸1

石綱

ケイ酸1

㌶

炭素

炭素

製法

ケイソウ土を乾燥,粉

砕,分級して精製し,

さらに多くは1,000

～1,200℃で焼成㌧,

分級で粒度をそる見

る.

バiライトを粉夫君こ

し,1,000.C前震で

急熱して膨張させ,

それを給砕分級して

粒度をそろえる.

木材パルプを原料と

するセルロｰスの短

繊維.

繊維構造をもつ岩石

である石綿を解砕L,

分級Lた短羅1維.ケ

イソウ質に数%混合

した製品も市販され

ている.

ピンチコｰクだとの

炭素険料を粉砕し,

500℃付近で急熱し

て膨張させ,さらに

揮発分を燃焼させ,

粉砕する.

1麗速1寵;

1～150.25

～0.35

基～12'0.15

～0.29

7～151α14

～0.32

1粒度

(ケイ(ケイソ

ソウ質ウ質との

どの混混合品)

合晶)0,22

1～'｢～03｢

���

～0.32

約婁～40

(沈降法,

μ)

約2～40

c沈降歯

μ)

直径I5～

20μ長さ

50～100μ

(顕微鏡

による)

長さ1,000

鰯簿

る)

燃髪､1

一ト150rnesh

40～50%1

→_325rnesh･

����

特

長

麟灘碁鱗の成分が

形状が複雑で,非圧縮性だか

ら,涙過助剤として躍想的汰

性質を備えている｡

不活性かつ不溶性だカ言勇地イ

アルカリ性にケイ酸が溶け,

炉過助剤としてケイソウ質に

つく'控能を備えでいるケイ

ソウ質よりややかさ密凌が小

さい.

溶解に関する性質はケイソウ

質にほぼ剛二.

形状が細長く,可撞性で圧縮

性｡シリカなどの鉱物質を含

まず,完全に燃焼する.

カセイアル沸リにもケイソウ

質より1支寄や強い.

セル瞠一ス同様に粒子の砂状

が細長く,可擁性圧縮性.

溶解に関する栓質はケイソウ

質;こぼ書同じ.

カセイアルカリに耐える.完

:全=に燃焼する.

助剤濾過の目的

助剤濾過の目的を分類するとつぎの

ようになる.

清澄濾過清澄な液体をうることが目

的で分散粒子は不要の場合である.

濾液に要求される清澄度は極めて厳密

恋ものまでありまた固形分粒子がバ

クテリヤなどの微生物で食品などの防

腐対策として助剤濾過が行われることも

ある.

ケｰク回収濾過ケｰクが必要であって

濾液は不要の場合である.分散粒子カミ

高価なものであれば回収を完全にする

ため逆に濾液の清澄度を高める必要が

ある場合もある.

濾液とケｰクの両方を回収する濾過上述

の両方が必要の場合である.

他の工程を助けるための濾過つぎの工�
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表8助剤濾過の用途

表10糖液中の微生物の除去蛎)

油脂

動物糊旨

植物油脂

硬化油

グリセリン

鏡物油

圧延油

切削油

トランス油

潤滑油

フックス

有機溶剤

メタノｰル

ブタノｰル

トリクレソ

ドライク叩iニン'グ溶剤

塗料

ペイント

ラサカｰ

ユナメル

ニス

顔料

染料

化学繊維

紡糸溶

精練溶

のり類

ゼラチン

にかわ

カセイ:!

アルギン酸ソｰダ

ブラスチング

肥料

硫安

尿素

リン酸塩

酸,アルカリ,塩類

無機酸

有機酸

カセイソｰダ.

プライソ

硫化ソｰダ

リソ酸ソｰダ

メッキ液

金属精練

化学薬昆

医薬品

合成医薬

摘出医薬

注射液

抗生物質

オｰレオ千イシン

テラマイシソ

アク目マイシン

ストレプトマイシン

農薬用抗生物質

アルコｰル飲料

酒

ピiル

汐イスキｰ

ぶどう酒

清涼飲料

酢

香料

調味料

グルタミン酸塩

イノシン酸塩

Lよう油

ソｰス

糖類

しよ糖

てん菜繕

ぶどう糖

果糖

シ目ツブ

あめ

水

飲料水

水泳フ｣ル

浴場

温泉

工業用水

ボイラｰ復水

工場廃水

程などで濃度や温度変化による沈澱の析出を避けるた

めなどであらかじめ濾過を行う場合である.

実験�存在する生物�除去された数

Nd��の,全数に対

��する比率%

��湧���〰　

�パクテリヤ�99.920

��湧���〰　

�バクテリヤ�99.996

3�fm自�10α000

�パクテリヤ�99.946

����〰�〰

�バクテリヤ�98.830

5�fu樹�100.000

�バクテリヤ�99.922

��湧���〰�

�バクテリヤ�99.725

と)ケイソウ餅過助剤による炉過､

助剤濾過の実例

らの防腐剤の人体におよぼす影響が再検討され清酒へ

のサルチル酸の添加などが規制されるようになった.

それ以来それに代って微生物をケイソウ質濾過助剤

による濾過で除去する方法が普及している.ケイソ

ウ質濾過助剤による微生物の除去カミ濾過によるものか

吸着作用が加わっているのかはまだ明らかでない(表

9)･

しかし活性炭より除去率カミ高いことは事実である.

この分野は今後さらに研究が進展して他の食品に対

しても利用されるようになることであろう.

以上にケイソウ質パｰライト質などの濾過助剤に関

する原料から製品にいたる種々の問題についてのべて

きた.しからば実際にはどのようにして利用されて

いるかといったことについて代表的ないくつかを例に

のべてみよう.

微生物の除去

食品の防腐食料品に各種の防腐剤を混入することは

古くから行われていた.しかし最近にいたってこれ

表9吸着性濾過助剤の性質6{)

水源週の除菌水泳プｰルのバクテリヤや大腸菌など

も助剤濾過によって約96%は除去できるといわれる.

さらに公衆浴場温泉から最近では工業用水･廃水･下

水処理へと拡がっている.水の再利用ともからんで

水の除菌は大きな問題である.また最近では水によ

って媒介され種々の感染症を起すビｰルスの除去につ

いても研究が進められてン･る｡

�I醗1嬰細i�組成%研��使用1量%�脱色率%�!涙過1清澄率1度■�

B�炭素物質も融荊も加えないでケイソウ質だけを900℃て;焼成�0�100.0�21�00�1･20秀1.00〃�

C�木粉を炭化Lてえた活性炭�96.8�3.2�21�?050��

■�������lllli㍗良

�･1･と･の機械的な混合物�48.O�52.O��･1･･�ひ･･1秀�

A�Cの原料木粉とケイソウ質を混合してから炭化(吸着性炉遇助剤)�53,0�47.0�21�7050�0,900.75�秀〃

G�市販活性炭�77.ε�22.2�21�6050�0,120.04�良〃

食品工業

精糖海外から輸入された粗糖を家庭

用の白砂糖などに精製するには有機質固

形分灰分色素狂どの不純物をいくつ

かの精製法を組合世て行われる.このう

ちの主要な一つカミケイソウ質濾過助剤に

よる助剤濾過である.

ビｰルビｰルの製造法は機めて複雑で

その工程で何回も濾過が行われるカミ糖化

後の麦汁の濾過と発酵･貯蔵を終って

びん詰直前の仕上げ濾過において助剤濾

過が行われる.このびん詰直前の仕上げ�
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表1ユ酸洗いしたケイソウ質濾過助剤78)

�非議洗い製最�酸洗い製品�分析用

���酸洗い製品

灼熱減量�0.5�O.6�O.2

卩���������

䙥㈰㌉�㌉���㈷

�㈰㌉�伉㈮��㌱

���������

�伉�������

�伉�����㈶

地｡O�0.8�O.5�

K20�0.5�α3�0.22

L■■■■■���

濾過は輝くよう底清澄なビｰルに仕上げる濾過で典

型的な清澄濾過といえよう.このためにケイソウ質濾

過助剤は不可欠の材料である･

ぶどう酒生ぶどう酒の製造工程で熟成期間が終っ

た後に分散物を除去するための濾過と最後にチリを出

すための仕上げ濾過がいづれも濾過助剤のプリコｰト

によって行われる.在おブランディやポｰトワイン

の製造工程でも助剤濾過が行われている.

清酒清酒は貯蔵中に透明度がおちて混濁(タンパク混

濁)を生ずることがある.また多少の微生物が浮遊し

てやはり透明度をおとす原因とたることもある.さ

らに乳酸菌の繁殖による欠落(ひおち)と呼ばれる白濁も

みられることがある.これらはかっては防腐剤とし

てサルチル酸を添加することによって防止されていた･

しかし現在ではその使用の規制によって濾過によって

除去している｡清酒の以上の各種の混濁はそれぞれ

適宜の処理をして最終的にはケイソウ質濾過助剤を用

いて助剤濾過を行うのカミ最も有効とされている.この

場合すべてプリコｰト濾過である.

なおケイソウ質濾過興剤に含まれる約2%以下の

酸化鉄の一部が溶出して清酒の香味をそこなうので

濾過助剤はあらかじめ酸洗いしたもの(表11)を使用さ

れる･1%塩酸で処理して使用すれば清酒の官能試

験や化学分析においてなんらの影響も認められないと

いわれる.

水･工業用水

水の濾過は分散粒子が非常に細かくかつ含有量が

非常に少なくしかも処理量が多いという濾過のなか

では最も困難な場合の1つである一この分野にはつ

ぎのようなものがあるカミまだ未解決の問題も多く助

剤濾過における大きなテｰマの1つである.

表12遊泳用プｰルの水質基準(厚生省通達1965)

項目�基準

pH�5.8～8,6

濁度�5｡以下

過マンガン酸カリ消費�20ppm以下

残留塩素�遊離残留塩素O.4ppm以上または総残留塩素1.0ppm以上

犬腸菌群�試料10m1ずつ5本について試験したとき,陽性が2本以下

遊離残留塩素04ppm以上

試料10m1ずつ5本につい

1965年厚生省環境衛生局長の通達

水泳プｰル使用水の節約もあって一般に循環濾過

カミ行われる場合が多い.遊泳用プｰルの水質基準は表

12に示した.濾過によって濁りの除去藻の発生の

防止のほかすでにのべたように細菌も少なくなり飲

料水に近い清澄状態をつねに保つことができる.濾

過方法には濾過助剤を用いる場合のほか砂や炭質物

を使用する方法も行われている.

上水道飲料水の基準は表13のように厳密に規定さ

れている.したがって地表水あるいは地下水を飲料と

して使用するためには各種の処理カミ行われるがとく

に砂濾過は長く行われてきた方法である･しかしその

後研究が進んで助剤濾過が着実に増加したがとくに

アメリカはこの分野で先導的役割を果した.

粘土質物や藻などの濁度成分の除去にはプリコｰト

ボディフィｰドが行われて効果をあげている.地下水に

おいてとくに問題となる鉄マンガンの除去はいず

れも複雑校処理によって酸化させて水酸化物として沈

澱させ沈降あるいは濾過する方法がとられている｡

濾過にはケイソウ質濾過助剤でボディフィｰドとプ

リコｰトが行われる.

その他硬度の高い水を軟化処理した水の濾過汚泥

の脱水濾過などがある.

たお冒頭でのべたように筑波研究学園都市の上水道

の浄化には多量のケイソウ質濾過助剤による助剤濾過

カミ行われている.

発酵工業

主要な医薬品の1つであるペニシリンなどの各種の

抗生物質はその他農薬や食品の分野でも利用されてい

る.抗生物質の生産は培養と精製の2工程からなる.

培養カミ終ると培養残溢や菌体などの固形分を除くため

濾過または遠心分離を行う･この濾過は普通ケｰク�
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表13飲料水の基準(厚生省令第23号1958)

項目水道法による基準

一般細菌(普通黒天培地に集落を形成

しうる生菌をいち)

大腸菌群(グラム陰性の鉦芽鞄健の桿

菌であって,乳糖を分解して酸とガス

とを形成するすべての好気性または通

性嫌気性の菌をいう)

N日{一NおよびN02-N

村O茗一N

過マンガン酸カリウム消費量

塩素(C1)

臭味

色度

濁度

蒸発残留物

�

シアゾ,水銀および有機リン

鋼

鉄

ワソ素

鉛

亜鉛

クロム

ヒ素

守ソガン

7星ノｰル類

カルシウム,マグネシウムなど(硬度)

1祠1中100以下

50㎜1中1こ検出L波いこと

同時に検出L削･こと

.10pp㎜以下

10pp㎜以下

200pP㎜以下

異常た臭味がな=いこと

5度以下

2度以下

500pp㎜以下

5･8～8.6の範剛二あること

検出し淡いこと

1pp㎜以下

0.3pp耐以下

O.8pP㎜以下

O.1pP血以下

1pP㎜以下

O.05pPm以下

O.05p岬以下

O.3pp醐以下

O.005p岬以下

300pp皿以下

1一般飲料水制勝案

1加1中100以下

50m1中に検出L危いこと

検出しないこと中

10PPm以下

10pp㎜以下

200pP㎡以下}

異常な臭味がないこと

/ζどんど無色透明であるこ

500ppm以下

5-8～8･6の範囲にあること

検出しないこと

1pPm以下

O.3pp耐以下

0.8pp㎜以下

0.1pPm以下

1pPm以下

O.05pP凧以下

O.05pP㎜以下

0.3pp㎜以下

0,005ppm以下

300ppm以下

中原因が汚剃こよると認められたい場合､または十引二消毒されている場合は存雀してもよい･日本水遣協会･

｢上水試験方誉｣,p.3{9(1960〕

濾過が行われるが濾過助剤は比較的粗いグレｰドのも

のカミ用いられる.

この分野では微生物工学の進歩に伴い濾過も重要

た役割を課せられさらに高度なものとなって発展して

行くことであろう.

鉱物油

宿泊精製製油所において潤滑油'を製造する工程で

脱色に使用された酸性白土などを除去する濾過に濾過

助剤が用いられる.このよう祖モンモリロナイトを主

成分とする粘土は濾過助剤なしで濾過することは困難

である.この場合の濾過はプリコｰトフィルタｰを

使用しボディｰフィｰドは行われない.

機械油機械の潤滑にはグリｰスや粘性の高い池と

ならんで粘性の低い油も使用される.これらが液体

濾過の対象である.ギアｰやベアリングなどの潤滑油

では使用しているうちにサビ金属の微粉やその他多

くの物質さらに水分が蓄積する.したがって濾過に

は困難な問題が生ずる.これらの濾過はまず水を除

去してから種々の方法で濾過されるカミその一つにバ

ラ状の濾材または濾過助剤を用いる方法カミある.これ

には一般に添加剤を含ま放い油は酸性白土で添加剤

を含む油は吸着性をもたないケイソウ質濾過助剤たどで

濾過する.

化学工業(接触反応生成物)

化学工業において濾過が行われるのは

脱色に用いた活性炭や酸性白土の除去反

応によって生成したカｰボンなどの固形分

粒子の除去触媒を用いた接触反応の生成

物とその触媒粒子との分離などである.

このうち前の2つはすでにのべてきたので

ここでは接触反応における濾過についての

べる.

接触反応に用いられる粉末の触媒は粒

度が細かい程活性が大きいカミ反面濾過は

困難となる.とくに反応後の触媒の表面

には反応生成物が付着するがそのうち

のコロイド質のものは一層濾過を困難にす

る.

'水素添加の場合は反応カミ終ってから

これを濾過して触媒およびその他の分散物

を除去し重合の場合は1次濾過ではプ

リコｰトとボディフィｰドを併用して濾過

助剤が使用され2次濾過では濾過助剤は

用い恋い.

顔料

酸化チタンの製造工程では焼成すると消失する特性

のあるセルロｰス質濾過助剤のみが使用される.ケイ

ソウ質濾過助剤を使うとそれカミ不純分となって製晶中

に含まれるからである.

金属冶金工業

光沢メッキの普及とメッキ速度の迅速化にともなっ

てメッキ液の清浄化が必要でそのために濾過カミ行わ

れる.メッキ液内に浮遊固形分が発生したり混入し

たりする経路は複雑多岐であるカミこれらを除去せねば

い㌧メッキは得られない.このため効果的に循環濾過

カミ行われる.濾過助剤はプリコｰトのみカミ使用され

るのが普通であるカミときにはボディｰフィｰドも行わ

れる.

食品添加物規制と試験方法

ケイソウ質パｰライト質濾過助剤はその多くが苦

々の体内に摂取される食品や飲料品の精製･加工･浄化

などに用いられるので,食品衛生法にもとづく食品添

加物等の規制をうけている･これにはその使用量に

ついての規制と規格基準とがある.

その使用量についての規制は食晶中の残存量が他�
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表14ケイソウ土

パｰライトの食品添加物規格(厚生省告示第23ユ号

���

��ケイソウ土��

項目�乾燥晶1焼成品���パｰライト

���融剤焼成品�

性状(色)�白色～淡灰色�淡赤褐色�白色～�

���淡赤褐色�白色～淡灰色

pH�5.5～7.5�5.5～8�8～11�5.5～9

水可溶物耐g(%)�15(O.3)以下�ユO(O.2)以下�25(O.5)以下�10(O.2)以下'

塩酸可溶物mg(%)�10(2.5)以下�8(2.0)以下�8(2.O)以下�8(2.O)以下

ヒ素PPm�4以下�4以下�4以下�4以下

重金属%�O.O05以下�O.005以下�0,005以下�O.005以下

バリウム�濁らだい�濁らない�濁ら鮎･�濁らない

フッ化水素酸残留物mg(%)�40(20)以下�40(20)以下�50(25)以下�75(37.5)以下

強熱減最%�10以下�3以下�3以下�3以下

�(削融剤焼成晶のうお.酢滞い品については.焼､成品の規定離状浄除く､和進月寺る.���

白色～淡灰色

8(20)以下

(注)融剤焼成晶のうち,酸洗い品については,焼成品の撮定(性状を除く)を準用する.

の不溶性の鉱物質物質を併用する場合でも総量がO.5

%以下とされている.この点は濾過助剤は濾過に

よって除去される材料であるのでまず問題はない.

規格基準は食品添加物としての適合性を規定するも

ので主としてそれらの物質の化学的性質に起因するも

のである.すなわち純度のよいSiO･からなることの確

認試験と有害物質の溶出を規制する純度試験などから

狂っておりその規格値を表14に示した.

規格基準についてその概要をのべるとつぎのように

在る.

性状ケイソウ質パｰライト質製品の一通常ある

べき色を規定したものでケイソウ質はその製品の種類

にしたがって3種にパｰライト質は白色～淡灰色とし

ている.

確認試験ケイソウ質パｰライト質製品がケイ酸

(SiO｡)を主成分としその純度カミ高いことを確認するた

めのフッ化水素酸処理.

純度試験これについてはつぎの5種類の試験が行

われる.

1)水可溶物および液性一PHと蒸発残留物の定量

2)塩酸可溶物一重酸処理によって加熱抽出した液の

蒸発残留物の定量

3)ヒ素一希塩酸処理により加熱抽出した液について

所定の呈色反芯試験による測定

4)重金属一塩酸硝酸処理により加熱抽出した液に

ついて硫化ナトリウムによる呈色測定

5)バリウムｰ2)の抽出液について蒸発乾固塩酸

溶解した液を用い硫酸ナトリウムによる濁りの判

定

フッ化水素酸残留物フッ化水素酸処理による蒸発乾固

を2回行いさらに強熱して残留物を定量する.これ

はSiO･以外の鉱物成分の定量を意味する･

強勢減量規定の温度に加熱したときの減量の測定で

実質的には製品中の水分の規定である.

以上のように食品衛生の立場から極めて厳重な規

制が行われている訳である.

おわリに

ケイソウ土･パｰライトの用途のなかでおもなもの

の1つである濾過助剤としての諾問題について以上

にくわしくのべた.一般の鉱産物は止諸工業の原料と

して利用される場合か多いのであるがこのように苦々

の食生活に極めて深い関係のある分野があって食品

添加物規制をうけているということは鉱産物としては

数少匁いものではあるが大いに関心をはらわれなけれ

ぱなら狂い問題であるといえよう.

ケイソウ質･パｰライト質濾過助剤のもつ特異た多

孔質構造は他の素材ではとうていおよばないものであ

るだけに関係工業の発展とその利用研究の進歩とカミ

あいまってこれらの濾過助剤はさらに重要な役割を果

し苦々の日常生活においていっそう大きな恩恵を与え

て行くことであろう.このためにもケイソウ土･

パｰライトなどの資源的た諸問題の再検討や究明せね

ばならない鉱床学的･鉱物学的な問題点など今後の課

題も多いといえる.

本稿を草するにあたっては暗和イり学工業(株)35年史

などを参考にしまた杉本泰治:新版濾過と濾過助剤

(1978)地人書館刊に負う所カミ多く図･表なども多く引

用したカミこのうち標題に数字があるのは同氏か引用し

その引用文献を付記したものの番号である.以上記し

て深謝する次第である.�


